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は じ め に
これは小林多喜二伝(38)である。彼の死そのものは,別 に論ずる1)。
1築 地警察署で
1933(昭和8)年2月,警 視庁 と検事局は協議の上,翌 二十一 日,多喜二が
心臓マヒにより死亡 した と発表し,ラ ジオの臨時ニュース と各紙夕刊で報 じら
れた。
2月21日の午後3時 ごろだった。突然,隣 家 の主婦か ら,「小林 さん,大 変
ですよっ。多喜二 さんが警察で死んだんですって1」 と呼ばれて,母 親のセキ
は腰 をぬかさんばか り驚いた。とび出して聞いてみると,い まラジオの放送で
1)さしあた り,『らぶ小樽』(坂の街出版)229号から数回にわたって書 く。
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小林多喜二が築地署で心臓マヒのため急死 したとい うのである。気 も動転 した
母は,ち ょうど三吾がるすだったので,田 舎から遊びにきている二歳の孫をネ
ンネコでおぶると,雨戸をしめ,あ わてて築地署へかけつけた。
夕方に小林多喜二のお母 さんが,人垣 をか きわけるようにして,やって来て,
特高の部屋に入った。が,警 察では彼女を二階の特高室に入れたきり,近 くの
前田病院にあるという多喜二の遺骸になかなかあわせてくれず,彼 女 も罪人で
あるかの ようにいろいろ調べた り,「さっき死体引 き取 りの照会状 を本籍地の
小樽の方へ出した」などと冷酷なことを云った2)。まもな く母は死亡診断書を
手にもって出て きた。死亡診断書には心臓麻痺 と書いてあった。
1933年2月21日の夕方,当 時東京の西の郊外であった武蔵野町吉祥寺616
の江口換の家の玄関に,い つ ものとお り,ば さりと音をたてて夕刊が投げ込ま
れた。江口がそれをひろって次の間の書斎 に入ろうとした とき,第1面 に大き
く2号2段 抜 きで出ている 「小林多喜二氏築地署で急死。街頭連絡中捕はる」
という見出 しが目に入ると,「あっ。小林がや られた」 という言葉が電光のよ
うに頭の中にひ らめいた。その瞬間,江 口は思わず息をのんでその場に立ちす
くんだ。
その 『東京朝 日』 の夕刊にはこうあった。「『不在地主』 『蟹工船』等の階級
闘争的小説を発表 し 一躍 プロ文壇 に打って出た作家同盟の闘将小林多喜二氏
(三一)は 二十日正午頃,党 員一名 と共に赤坂福吉町の芸妓屋街で街頭連絡中
を築地署小沢特高課員に追跡され,約 二十分にわたって街か ら街 を逃げ廻った
が,遂 に溜池の電車通 りで格闘の上取押 さえられそのまま築地署に連行 され
た。最初は小林多喜二 という事を頑強に否認 していたが,同 署の水谷特高主任
が取調べの結果,自 白,更 に取調続行中午後五時突然そう白となり苦悶 しはじ
めたので同署裏にある築地医院の前田博士を招 じ手当を加えた上,午 後七時同
病院に収容 したが既に死蔵 まひで絶命 していた。二十一 日午後東京地方検事局
2)橋 爪健 『多喜二虐殺』新潮社,17ページ。
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から吉井検事が出張検視する一方,取 調を進めているが,捕 縛された当時大格
闘を演 じ撲 り合 った点が彼の死期 を早めたものと見 られている3)
作家 ・橋爪健も後に書いている。多喜二の死が翌 日の夕刊に写真入 りで小さ
く報道された,と4)。
江口はす ぐさま家を出た。走るように吉祥寺へ行 き,省線電車に乗 った。阿
佐 ヶ谷でお りて,多 喜二の馬橋の家へ行 く。玄関を叩 くが誰もでない。とっさ
に築地署に行 こうときめた。阿佐 ヶ谷か ら築地へ。8時 すぎに署に着いた。大
宅壮一が先に来ていた。多喜二の母 も来ていて,す でに特高室に入っていた。
特高警察の廊下は,大 勢の記者や カメラマ ンたちがいた。夕刊やラジオ放送で
知った作家同盟員たちが続々あつ まって きた。岩田義道の拷問死 した遺体を引
き取ったことのある青柳盛雄弁護士,そ して三浦弁護士の2人 は,遺体の引渡
しを要求 したが,特 高室の ドアは堅 く閉ざされたままだった5)。
築地小劇場でこのニュースを知 り,一番さきに前田病院にかけつけた 「左翼
劇場」の女優 ・原泉(本 名 政野,中 野重治の妻,中 野はこの時,豊 多摩刑務
所にいた)6)は,「遺体に会わせろ」 と,特 高とはげしくや りあって検束 されか
けた。そこへ大宅壮一,貴 司山治などが,他 人である新聞記者の名刺 を出して
入ってきた。そのす きに原泉は劇場へ逃げ帰って,安 田徳太郎や弁護士に連絡
した。一方,岩 田義道のときの ように,心臓マヒなどの名 目で遺体 をうけとら
されることのないよう,劇 場の女優たちを築地署の前ヘ ピケにたてた。
2月21日に安田徳太郎医師のところへ,日 本プロレタリア作家同盟のメン
バーか ら電話がかかって来て,「安田先生,す ぐ築地署に来て下 さい。小林多
喜二の死体が出たのです」 と言った。安田はタクシーを拾って築地署 に駆けつ
けた。築地署には作家同盟の入や新聞記者が大勢つめかけて,特 高 と押 し問答
をしていた。安田が名刺 を出す と,い きりたった特高が安田の顔を見て,「き
3)江 口漢 『たたかいの作家同盟記』新日本出版社1968年,下,264-5ペー ジ。
4)橋 爪,7ペ ージ。
5)『火 を継 ぐもの』石井大三郎遺稿集(2001年)
6)原 まさの。1905-。原いずみ,当 時,東 京左翼劇場員。
7)安 田徳太郎 『二十世紀を生 きた人びと』青土社2001年,171ペー ジ。
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さままた来やがったか。帰れ,帰 れ」 とどなった7)。
21日午後9時 ころ特高室から母セキは出た。そして前田病院へ入った。
午後10時近 く(9時40分ころ),遺体 のある前田病院か ら多喜二の遺体を寝
台車にのせることができた。 しか しこの遺体が どこに運ばれて,ど うされるか
わか らない不安が大 きかった。江口湊たち数人でタクシーにとびのるように し
て追いかける。先行する寝台車 を日比谷交差点で見失いかけた。だが2台 の車
は西へ走 る。阿佐 ヶ谷駅近 くまで くると,先行する寝台車は,せ まい道を何度
も曲がって,へんにぐる ぐる回りをする。追尾するタクシーを 「まくつ もりか」
と江ロらは緊張 した。やっと多喜二の家に入る路地の入口に着いた。遺体は,
多喜二が生前書斎にしていた六畳の部屋に運び込まれた8)。
22日午前1時 ころ,人 々は運ばれた遺体 を囲んだ。
築地小劇場で気をもんでいる原泉の ところへ,一 人の若い女性が近付いてき
た。「わたしは小林の女房です」とその女性は言った。原泉には見覚えがあった。
左翼劇場に研究生 としていた伊藤ふ じ子であった。原は 「シーッ」 と指で唇を
おさえ,「あんたが女房だなどと言った らどういうことになると思 うの」 と精
いっぱいの思いで話 した。伊藤は,「あの人にどうしても一目会いたい」と言っ
ほ
た。ちょうど取材のためどこかの新聞記者が車で来た。「むこうへ行 って,な
にもいわないでお別れしてらっしゃい」と,原はふじ子に言い,新聞記者には,
「すまないけどこの人を連れて行ってほしい」 と馬橋の小林家 を教えた。
多喜二の遺体が 自宅へ帰 りついたのは夜十時す ぎだった。杉並区馬橋三七五
である。
安田は書 く。小林多喜二君の遺体はタクシ・一一8a)で杉並の自宅に運 ばれた。
安田もその後を追って,タ クシーで杉並 に行った。みんなで奥の間に布団をし
8)石井,12ページ。
8a)江口は,寝 台車 と言っているので矛盾 している。
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いて,そ こに遺体 を寝かせた。遺体の周囲には江口漢,中 条百合子9),佐多稲
子10),その他の諸君が沈痛な顔でつめかけた。遺体を検視 して くれというので,
着物をぬがせた所,実 に無惨な姿であった。
岩田君の場合 と同じに両太 ももは皮下出血で暗紫色に腫れ上がっていた。 こ
れは道場で正座させて,こ れでもか,こ れでもか と,たて続けにな ぐった跡で
あった。蹴 り上げたと見 えて,皐 丸が裂けていた。このぶんなら,膀胱 も破れ
ているか もしれないと思った。門歯が二本折れていて,頭部に縄の跡があった。
よほど強 くしめあげたとみえた,甲 状軟骨(の どぼとけ)が 折れていた。……
私は窒息死 とに らんだ11)。
作家同盟の仲間や新聞記者にまじって,田 ロタキとその妹,タ キの小学校時
代の級友岩名雪子の三人が,駆 け込んで きた。
小坂多喜子は,夫 の上野壮夫 と,小林家に駆 けつけた。そこへ まったく風の
ように,ふ じ子があらわれた。長い髪をつかね,和 服姿であった。い きなり多
喜二の枕元に座 りこむと,そ の手を両手にとって自分の頬にもってゆき,人 目
もはばか らず愛撫 しはじめた。髪や頬,拷問のあとなど,せわしくなでさす り,
頬 をお しつける。ふ じ子は枕元に座って泣いていた。そうして自分だけの愛撫
を終 ると,い つの間にか姿を消 していた。
ふじ子は,多喜二の母セキに対 して,「いっしょに暮 らしていた人間です」と,
挨拶 した らしい。セキは,ふ じ子の言葉を聞 くと,い きりたって,「死人に口
無 しだ」 と言った。突然あ らわれた見知 らぬ若い女性の言葉はセキにとっては
心外であ り,信 じられなかったのであろう。それに,セ キが多喜二の嫁 と思っ
9)中 条百合子(1899-1951)。大正 ・昭和の小説家,評 論家。建築家中条精一郎の長
女。本名 ユ リ。 日本女子大中退。ニューヨークで結婚 したが,離 婚。湯浅芳子
と共同生活 し,1927年から湯浅 とソ連へ行 く。30年帰国,日 本プロレタリア作家
同盟に参加。31年,共産党 に入る。32年,宮本顕治 と結婚する。
10)佐多稲子。1904年,長崎 に生 まれる。本名 イネ。小説家。1928年,「キャラメ
ル工場か ら」を発表。窪川鶴次郎と結婚。
11)安田,171ペー ジ。
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ているのは,タ キ子だけであった。
危険だから早 く立ち去 るようにいわれて,ふ じ子は馬橋の小林家を去った。
彼女はどうやって省線にのって帰ったのかも覚えていなかった。
2多 喜二の家で
「安田[徳 太郎]博 士の指揮のもとに,い よいよ遺体の検診がはじまる。す
ごいほど青ざめた顔は,は げしい苦 しみの跡 をきざんで筋肉のでこぼこがひど
い。頬がげっそ りとこけて眼球がおち くぼみ,ふ だんの小林よりも十歳 ぐらい
ふけて見える。左のコメカミにはこんにちの十円硬貨ほどの大 きさの打撲傷 を
中心に五六カ所 も傷がある。それがどれ も赤黒 く皮下出血をにじませている。
おそらくはバ ットかなにかでなぐられた跡であろうか。
首にはひとまきぐるりと細引 きの跡がある。よほどの力で しめられたらしく,
くっきりと深い溝 になっている。そこにも皮下出血が赤黒 く細い線 を引いてい
る。両方の手首にもやはり縄の跡がふか くくいこみ赤黒 く血がにじんでいる。
だが,こ んなものはか らだのほかの部分にくらべ るとたいした ものではなかっ
た。帯 をとき着物 をひろげてズボン下をぬがせたとき,小林多喜二 にとってど
の傷 よりもいちばん ものす ごい 「死の原因」を発見 したわれわれは,思 わずわ
っと声 を出 していっせいに顔 をそむける。
「みなさん。 これです。岩田義道君の とおなじです」
小林多喜二の遺体 もなんというものすごい有様であろうか。毛糸の腹巻 きに
なかば隠されている下腹部か ら両足の膝が しらにかけて,下 っ腹 といわず,も
もといわず,尻 といわず どこもか しこも,ま るで墨とべにが らとをいっしょに
まぜてぬ りつぶ したような,な んともかともいえないほどのものす ごい色で一・
面染 まっている。その うえ,よ ほど大量の内出血があるものと見えてももの皮
がぱっち り,い まにも破れそうにふ くれあがっている。そのふ とさは普通の人
間の二倍 くらいもある。 さらに赤黒い内出血は,陰 茎からこう丸にまで流れこ
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んだとみえて,こ のふたつの物がびっくりするほど以上に大 きくふ くれあがっ
ている。
電燈の光でよく見ると,これはまたなんということだろう。赤黒 くふ くれあ
がったももの上には,左右両方 とも釘か錐かを打ち込んだらしい穴の跡が十五,
六カ所 もあって,そ こだけは皮がやぶれて下か ら肉が じかにむきだ しになって
いる。その円い肉の頭がこれまたアテナ ・インキそのままの青黒 さで,ほ かの
赤黒い皮膚の表面からきわ立って浮 きだしている。
ももか らさらに脛 を調べる。両方の向こうすねにも四角な棒かなにかでや ら
れたのか,削 りとられたような傷跡がい くつ もある。それ よりもはるかに痛烈
な痛みをわれわれの胸に刻みつけたのは右の人さし指の骨折である。人さし指
を逆ににぎって力いっぱいへ し折ったのだ。このことだけでもそのときの拷問
がどんなものすごいものであるかがわかるではないか。
さらにシャツもズボン下 もぬがせた丸裸でうつ向けにすると,背 中も一面の
皮下出血だ。ももや下っ腹ほどにひどくはないが,や はりふんだ り蹴った りし
た傷跡でいっぱいだ。ここには死斑 も出ている。死斑 にはあ りあ りと薦の跡が
見 える。殺 したあと,相 当の時間を丸裸のままむしろの上に寝かしておいたも
のとみえる。上歯 も左の門歯が一本 ぐらぐらとなってやっとぶら下がっている
という状態である。
「こうまでや られたんでは,む ろん腸 も破れているで しょうし,膀胱だって
どうなっているかわか りませんよ。解剖 したら腹の中は出血でいっぱいでしょ
う」
と安田博士が説明する。 きのうの五時 とかに死んだというのに,死 臭がぷう
んと鼻をうつ。内臓を破 られたための大量の内出血が,す でに腹のなかで腐敗
しは じめたのだ」12)大腿は通常の2倍 に膨れ上がっていた。
12)江口 漢,同,下,272-274ペ ー ジ 。
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母セキはこう語った。「心臓が悪いって,ど こ心臓がわるい。 うちの兄ちゃ
んは,ど こも心臓 わるくねえです。心臓がわるければ泳げねえのに,う ちの兄
ちゃんは子供の時か ら,よ う泳いどったんです」13)
10時す ぎて,千 田是也,岡 本唐貴ら大勢の人がかけつけてくる。貴司山治が
写真 をとる。「時事新報」社のカメラマンに多喜二の丸裸の写真 をとらせた。
鈴木賢二が多喜二のデス ・マスクをとった。
デス ・マスクについて,テ レビ 「徹子の部屋」で原泉子(せ んこ,と呼ぶ人
もいる)が 語る。
多喜二が殺 された二月二十 日の夜更け,貴 司山治,千 田是也,原 泉は,一緒
に車 を拾って,築 地か ら阿佐ヶ谷へかけつけた。その途中,尾 張町あた りで,
デス ・マスクをとることをハ ッと気が付いた。それには石膏が要る。ちょうど
数寄屋橋 に向かって左側に小さい薬屋があり,も う深夜のことで寝静まってい
るところを叩 き起 こして,石 膏を2袋 ばか り買 った。千田が,友 人の佐土哲二
が彫刻 をやるから,起 こして連れて行 こうと言うので,永福町へ回って,佐 土
を一緒 に小林家に飛び込んだ。着 くな りす ぐ小林の顔に油 を塗 り,デス ・マス
クをとった。だが石膏が固まるには時間がかかる。朝になったら警察の者がき
て折角 とったデス ・マスクも持ち去 られてしまうと,気のせ くままに,生 乾 き
の石膏 をはが したので,4,5片 に割れてしまった。それを佐土に持たせて,
夜が明けない うちに永福町に返 した14)。
多喜二の死面は岡本唐貴が8号 で描いた。1933年6月下旬ころ彼は,朝 里の
佐藤ちまを訪問し,そ れを渡 した。多喜二の遺体写真は,隠 し続けられた。発
表されたのは,戦 後である。もし見つかれば警察に没収 されたであろう。 この
写真は日本政治史上特高警察の野蛮さを最 も雄弁に物語 るものである。姉のチ
マ さんは,戦 後初めてこれを見て,「こんなにひどい とは知 らなかった」 と,
13)手塚英孝 『小林多喜二』下。
14)原泉,談 。
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大粒 の涙を流 して泣いた。
壷井栄は,多喜二の遺体を仲間とともに清めた。壷井栄は,本名岩井 といい,
小豆島に生 まれた。学校を出てそこで勤めた。小説好きだった。先輩に,黒 島
伝治 と壷井繁治がいた。大正14年に上京 し,壷井のもとにゆき,結婚する。百
合子,稲 子に文学指導 をうけた。繁治は,『戦旗』で活躍 し,捕 まった。昭和
9年,繁 治 は,転 向 して出獄 した。彼 は,中 野鈴子15)と不倫をした。栄は作
家に転身した。島に帰って も,島人が冷たかった。夫が思想犯だか らであった。
彼女は,処女作 『大根の葉』を出した。妹の子 どもたち,兄妹が主人公だった。
それは芥川賞候補になった。彼女は小豆島を描いた。戦後,小 豆島へ帰った。
家 のそばに生徒数20人足 らずの堀越分教場があった。黒島のような小説 を書き
たい と思って,『二十四の瞳』 を書いた。 これは,昭 和3年 から21年までの話
とし,小豆島 とはしていない。これは名作 となり,映画化 もされた。栄は,昭
和42年死去 した16)。
2月22日が多喜二の通夜,23日が告別式であった。警視庁はこれにたいし,
厳重な取締 りをした。外来者の出入 りを禁止 し,午後1時 から3時 までの間に
告別式を終了させた。堀の内の火葬場 まで,も のもの しい警戒であった。当 日
制止にもかかわらず,会 葬 しようとしたもの32名を,警視庁は一時検束 した。
23日の告別式には,制 私服あわせて数十名の警官が動員 され,参 列者 を片っ
端か ら検束 した。 このため以外の前に参列できたのは,母 セキ,弟 三吾,姉 佐
藤夫妻,江 口漢 と佐々木孝丸だけであった。
松田解子は,江 口湊からLコ バヤシタキジコロサル ー」とい う電報を貰
って,多 喜二の拷問死の2日 後,2月22日の午前に,ま だ赤子だった次男を背
負って杉並区馬橋の小林家に弔問にかけつけた。生け垣のす ぐ向こうが小林家,
15)中 野 鈴 子(1906-1958)。一一田
中 野 重 治 の 妹 。
16)戎 居 『壷 井 栄 伝 』。
アキ。「戦旗」「ナ ップ」「働 く婦人」等に詩を発表。
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というとき生け垣の根本から,ぱ っと黒いものが立ち上がったとおもうと,そ
れがこっちへ突進,『松 田,お前まできたのか,こ い!』 という一喝 とともに,
松田は見知 りの特高にとらえられ,そ のまま杉並署へ連行 された。 ところがそ
の杉並署の留置場 はその日の検挙者で一杯で入る余地がなく,演武場へ投げ込
まれた。その演武場 も 「先客」で一杯 だった。そこには河野 さくら17),山本
和子がいた。河野 さくらは,プロレタリア音楽家同盟員でソプラノ歌手だった。
山本は18),「文芸戦線」から作家同盟 に転 じて間もなかった。
宮本(=中 条)百 合子は,1933年2月,殺された多喜二の家 を訪ねて,検 束
された。
若杉鳥子19)は,同じく,多喜二の通夜 に列席 して治安維持法違反で勾留 さ
れた。
安田徳太郎が岩田と多喜二の遺体を検視 したことは,当 局に対する不敵な挑
戦 として当局のはげしい怒 りを買った。小林が亡 くなって6カ 月後の8月17日,
安田は突如青山署に検挙 された。
17)当時,鹿 地亘の妻。
18)山本は,1901年大阪に生 まれた。四代つづいた木彫師の家だった。大阪のウイル
ミナ女学院を卒業。大阪の加島銀行に勤めた。同僚の紹介で三高時代の大宅壮一
と交際 し,1921年に結婚する。1922年に大宅と共に上京 した。一女を生んで離婚
した。1926年,田島ひで,の 「婦人労働調査所」の設立に参加 した。『婦人運動』
にもかかわる。『近代生活』 にも執筆 した。小説,評 論,社 会運動に参加 した。
岩淵威夫と結婚する。『文芸戦線』 『女人芸術』の同人であった。その後,作 家同
盟に転 じた。山本は,戦 後,作 家 ・斉藤隆介(隆 勝)と 結婚 した。後に離婚 した。
1983年に死去 した。(佐藤好徳稿 『読本 秋田 と小林多喜二』同刊行会2002年。
副題が 「秋田県多喜二祭の記録」,所収)
19)若杉 は,1892年古河(こ が)に 生 まれ,生 後間もなく芸妓置屋の養女 となる。父
は豪商で母は神田の貸席の女中であった。多喜二より11才年上である。17才で上
京 し,家業を嫌って新聞記者になった。19才で板倉子爵の庶子 ・勝忠 と結婚 した。
31才で 『文芸戦線』に 「烈日」でプロレタリア作家 としてデ ビューした。45才で
病没 した。
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3労 農 葬
文化団体は,小 林多喜二の死が官憲の虐殺であると,宣伝扇動 した。一斉に
撒指令を出して,下 部組織に宣伝 した。虐殺の抗議行動 として,三 ・一五記念
日運動と結び付 けて,三 月一五 日を期 し,築地小劇場で労農大衆葬 を行なうこ
とにした。労農葬の主催団体 は,日本プロレタリア文化連盟,日本赤色救援会,
ソヴェー ト友の会,日 本無産者消費組合連盟,日 本労農救援会,全 農全国会議
であった。葬儀委員は,委 員長江口換,副 委員長布施辰治,委 員は,佐 々木孝
丸,橋 裏康雄,藤 森成吉,上 村進,小 林栄であった。検察当局は,葬 儀委員長
の江口漢をはじめ,関 係諸団体の多数の活動家を事前に逮捕 した。
労農葬では,公 演,デ モ,等 が計画された。3月15日午後3時,築 地小学校
横の公園に集合 し,全市的デモをする,そのデモが解散された時は,午後5時,
日比谷交差点付近に集合 し,大手町か ら宮城ヘデモをする,次 に午後6時40分
ころ新桜橋付近に集合 し,築地署に投石襲撃する,で あった(警 察調べ)。
多喜二の遺骨は品川区西品川3の812田 ロ秀雄方(多 喜二の母の)小 林せ
き方にあ り,14日夜 同家で通夜をし,15日会場に搬入する予定であった。
しかし当 日,警視庁は集合地付近 に正私服警官を配置 した。百数十人が集ま
ったが,98人が検束され,デ モや襲撃 は行われなかった。
コップとプロット本部の指令で,新 築地劇団で15日午後6時 か ら築地小劇場
で小林多喜二追悼公演 として,大 沢幹夫脚色 「沼尻村」四幕 を上演する計画だ
った。だが検閲の余裕がな く,新築地劇団文芸部 ・和田勝一作 「大里村」に変
更された。 しか しこれ も不認可 となった。
大阪でも,15日に多喜二労農葬を天王寺公会堂で行なうことに決まったが,
検束され,行 なえなかった。
この労農葬のために,さ まざまな形で全国的に追悼 と抗議が行われた。共産
党機関紙 『赤旗』,共産青年同盟の 『無産者青年』,文化連盟の 『プロレタリア
文化』,『大衆の友』,『働 く婦人』,作家同盟の 『文学新聞』,『プロレタリア文学』
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などである。
コップ小樽地区協は,2月末,小樽消費組合,小樽建築労働組合,と ともに,
小樽全無産団体協議会労農葬委員会 を結成 した。3月15日,稲穂町ニー部防火
番屋でおこなうことにしたが,検 束 され,行 なえなかった。
なお,これについて1つ のビラが残っている。「三馬の女工 さん ・男工さん」
というガリ版のビラである。三馬ゴムの工場内ビラであり,日本プロレタリア
文化連盟(略 称コップ)と あ り,日付 はない。花園町西三丁目一七の住所明記
がされた。その文中,「……戦争 と国家権力に対 して猛烈に戦った小林多喜二
を虐殺 したんだ」 とあ り,「……諸君の生活を守 るために今晩小林多喜二の労
農葬 にお しかけて……」 とある。1933年3月15日が小樽の労農葬なので,こ の
日撒かれたビラである。なお三馬は当時,今 の貯金局の場所 にあった。
札幌では,「小林多喜二追悼の夕べ」を開催 しようとしたが,取締 りのため,
三 ・一五座談会におわった。3月19日,「マルクス五〇年祭小林多喜二追悼の夕」
が行なわれたが,解 散させ られた。
作家同盟函館支部も 「小林多喜二追悼の夕」を計画 したが,で きなかった。
全国で小林多喜二についての印刷物がまかれた。
作家同盟新潟支部は,橡 文 「三 ・一五 を同志小林多喜二労農葬を以て記念せ
よ」を3月11日,関係各方面に配布 した。石川県では,撒 文 「小林多喜二労農
大衆葬万才」を3月21日,電柱その他に貼付 した。作家同盟山形支部準鶴岡地
区委員会 は,機 関紙 「庄内の旗」を発行 し,労農本部にメッセージを,3月15
日に発送 した。コップ神奈川地方協議会は,パ ンフレットを発行 し,「マルク
ス五十念祭読書週間の為 に」「小林多喜二の霊に捧 ぐ」 を,3月15日,小林遺
族その他 に送付 した。PM神 奈川支部準は,追 悼記念出版 として 「歌曲集」を
発行 し,3月15日,関係各方面に配布 した。コップ岡山地方協議会は,撒文 「同
志小林多喜二の虐殺 に抗 し三月十五 日全国一斉に行はれる彼の労農葬の成功的
遂行を闘へ」 と,家族救援基金袋を,3月15日,コップ加盟各団体その他 に配
布 した。作家同盟埼玉支部は,傲 文 「労農葬に行け」 を,3月14日,川越市方
面に貼付 した。青森建設座は,「建設座ニュース」を,3月15日,発行 した。
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作家同盟青森支部準弘前地区は,「作家同盟支部ニュース」 を発行 し,「三 ・一
五は同志小林多喜二の労農大衆葬だ」を,3月15日,配布 した。コップ大阪地
区協議会は,抗 議文 「同志小林多喜二虐殺に対する抗議」を,3月9日,各 方
面に配布 した。
4そ の 後
前進座が1931(昭和6)年5月 に創立されていた。満州戦争の時だった。
歌舞伎界の若い人々が作 った。彼 らは多喜二と同じ世代であった。座の名前 は
村山知義がつけた。多喜二が死んだとき,この人たちは,歯 をくい しばり,声
も出なかった20)。
これまで労農葬は,1回 目は渡辺政之輔 と山本宣治の合同葬であった。2回
目は岩田義道のそれであった,3回 目が小林多喜二であった。
申国の大作家 ・魯迅も弔電を送った。「日本 と中国の大衆は,も とより兄弟
である。資本階級は大衆をだましてその血で世界をえがいた。 またえが きつつ
ある。 しか し無産階級 とその先駆者たちは,血 でそれを洗っている。同志小林
の死は,そ の実証の一つだ。われわれは知っている。われわれは忘れない。わ
れわれは堅 く同志小林の血路にそって前進 し,握手す るのだ!」
多喜二の死の前年1932年3月,コ ップへの大弾圧が加えられた。大月源二
は,1932年6月,28才で,日本 プロレタリア文化連盟(コ ップ)が再建 されて,
書記長になり,6月 に逮捕された。豊多摩刑務所(後 の申野刑務所)に 勾留 さ
れ,勾 留中,1933年に多喜二が殺 されるという悲報 を読んだ。「多喜二の死 を
豊多摩刑務所のなかで,間 もなく知った。大きなショック。 目のさきがまっ く
らにある気持ち。その後困難にぶつかるごとに多喜二ならこういう場合 どうし
ただろうといつ も考えた」21)彼は,1933年10月に一時保釈 された。その折 りに
20)土井大助 『小林多喜二』汐文社1979年。
21)金蔵 『大月源治』82ペー ジ。
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伊藤ふ じ子の訪問を受けた。大月は,治 安維持法違反で懲役3年,甲 府刑務所
へ。1935年11月に,大 月は甲府刑務所から仮釈放 された。1971年に大月は亡 く
なった。
昭和8年2月20日の多喜二虐殺は,多 喜二の親友 ・島田正策 に刑務所で,掃
夫が21日の朝 に知 らせた。
多喜二の死について,松 本清張は書 く。「新聞で見 ました。わたしは,小 林
多喜二は 「蟹工船」や 「不在地主」 発表されたのは 『戦旗』でした
を読んでびっ くりしました。伏字だらけだったけど。わた しはそのとき十八,
九か,あ るいは二十歳(は たち)を越 していたかもしれない。あれが連載 して
いたころわれわれは 『戦旗』 を読んでいたわけで,い わゆるプロレタリア文学
の文学仲 間だった。だか らいつ も小林多喜二が話題になっていました」22)
1933年秋 ごろか らプロレタリア作家同盟は脱退者が続出する23)。1934年2
月22日プロレタリア作家同盟は解体 した。
多喜二の死の直後,1933年の新聞 『ユマニテ』(フランス共産党機i関誌)で,
下記の標題の追悼文が出た。彼 は国際的にも有名であった。
Poursonactioncontralaguerre1
KOBAYASCHI
ECRIVANREVOLUTIONNAIRE
ASSASSINEATOKIO
PARL'IMPERIALISMENIPPON
22)『文化評論』1976年5月,19ペー ジ。
23)山田清三郎 『転向記 霧の時代』理論社1957年,16ページ。
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1933年に滝川事件が起こされた。1934年4月,プロレタリア文化連盟は自発
的解散を声明した。
山田清三郎は下獄後,千 葉の独房で,歌 をよんだ,
夢なりき,夢にてありき
今は亡き小林多喜二の
あの眉,あの鼻
今は亡き小林多喜二と
ではまたと握手交わして
さめし夢かな
今は亡きあの友と
声ふるわして議論せし
獄の夜なかの夢のかなしさ
多喜二の思い出は,こ の歌のように山田にはこの上なくなつかしかったので
ある。
西田信春は,旧 制一高か ら東大に進み,共 産党九州地方委員会を確立す るた
めに,福 岡へ行き,1933年福岡県…警に拷問され,30才で虐殺 された。多喜二と
同じようなケースがあったのだ。
政治漫画家 ・森熊猛は,明 治42年4月1日,北 海道 ・札幌生 まれだった。北
海中学を出た。 日本プロレタリア芸術家同盟札幌支部で書記のような仕事 をし
た。運動の足場になっていた喫茶店 「ネヴォ」の定連であった。この札幌支部
は 「ネヴォ」にあらわれた小林多喜二の働きかけで誕生 した。昭和6年 か7年,
森熊は 「ネヴォ」で多喜二を見かけている。政治漫画を書 きはじめて三年,昭
和6年9月 に,札 幌で一斉検挙があ り,森熊は捕 らえられて1カ 月留置場にお
かれた。森熊 は,昭和7年12月,札幌をたって上京 した。旭川出身の川原久仁
於に師事 した。彼は日本プロレタリァ美術同盟のメンバーとなった。昭和8年
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4月ころ,ふじ子にあった。多喜二の死の2カ 月ほど後である。1934(昭和9)
年3月,二 人は結ばれた。森熊はふじ子 と結婚 した。10月に婚姻届けが出され
た。森熊は,妻 と多喜二とのことを知っていて,し かしそれに触れずに夫婦で
あった。子 どもは4人 いた。ふ じ子は,昭和56年4月26日,脳卒中で亡 くなっ
た24)。伊藤ふ じ子は俳句 を2つ残 した。
アンダンテカンタビレ聞 く多喜二忌25)
多喜二忌や麻布二の橋三の橋
麻生二の橋や三の橋は,ふ じ子 とともに多喜二が生活 したところである。
外国では1933年に,ア ドルフ ・ヒ トラー(1889-1945)がドイツで政権をとっ
た。1933年3月1日,日本は満州国をデ ッチあげた。同1933年,日本は,国 際
連盟から脱退 した。多喜二の死は,こ れ ら世界と日本の反動の動 きの中にあっ
た。
1933年6月7日,佐野学 ・鍋山貞親が,獄内か ら転向の共同声明を発表 した。
佐野学は,東 京帝国大学の卒業生 として,27才の時,東 大新人会に加わった。
彼は共産党委員長 となった。そ して捕 まってか ら,共同声明を出した。「共同
声明のひとつの重要な特徴は,日 本共産党の最高責任者である佐野学が,そ の
党籍を離脱するという申し出をすることなしに,そ れまでの立場 を否定す る声
明を起草 したことで した」26)
1934年2月,つまり多喜二死後,ナ ルプは解体 した。作家同盟が解散 したと
き,江口換は 「文化集団」に,鹿地亘 と山田を,口 をきわめてやっつけていた。
「鹿地 ・山田ブロック」が同盟にあてた極左政治主義的害悪について,口 をき
わめて攻めつけていた。「つまり当時の山田清三郎はまさに堀英之助[=多喜二]
の論文とい う虎の威を借 る狐だったといえるのだ」 と。
24)沢地久枝 『昭和史の女たち』。
25)ベー トーヴェンの。
26)鶴見俊輔 『戦時 日本の精神史』岩波書店23ペ ー ジ。
多喜二の死後 37
作家同盟の末期 には,多 くの問題が,た まっていた。そのころの日本共産党
の創造性 と屈伸性 を欠 く政策,文 化運動にたいする政治の優位性の一面的な強
調の枠から出ることのなかった政策 と,フ ラク27)の非力 と無能は,た しかに
江ロのいうような現象を同盟にうみだし,治安維持法改悪の脅威 とかさなりあ
って,そ れは作家同盟の内部離散 と形骸化に,拍 車をかけた。
作家同盟のフラクが,フ ァシズムと戦争の 「攻勢」にたいする文学運動の抵
抗は,そ れまでのプロレタリア文学運動を,人 民連合的な文学運動に大 きくは
ばをひろげることなくして不可能であることに気がついたときには,時 はすで
におそかった。
そして,そ のために書かれた鹿地亘の 『日本のプロレタリア文学運動の方向
転換のために』(1934年2月作家同盟出版部)は,た だ歴史的な文献 として
残るにとどまった。
小林多喜二の二周年の集まり……多喜二の母 と弟の三吾 をかこむその集まり
は,1935(昭和10)年2月21日,神田の大雅楼で催された。宮本百合子,中 野
重治,藤 森成吉,江 ロ換,柳 瀬正夢,立 野信之,壷 井繁治,窪 川鶴次郎,川 口
浩,片 岡鉄兵,村 山知義,上野壮夫,佐多稲子,壷井栄,村 山簿子,中 野鈴子,
原泉子な ど旧作家同盟,ナ ップ関係者が集 まったその会には,入 獄者の家族 と
して蔵原惟郭老夫妻,鹿地亘の妻河野さくらとともに山田清三郎の妻(きよ子)
もまた招かれた28)。
母セキは,姉 にか くれて字の勉強をした。彼女の唯一の書き物は,秋 田弁風
の一篇の詩であ り,その死後出てきた。多喜二の姉チマは,母 が手習いをして
いたのを知 らなかった。
あ一 またこの二月の月か きた
ほん とうにこの二月とゆ月は
27)フラクションの略。
28)山田清三郎 『転向記 霧の時代』理論社1957年,53ペー ジ。
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いやな月 こいをいパいに
なきたい とこいいてもなかれ
ない あ一 て もラヂオて
しこす たすかる
あ一 なみたかてる
めかねか くもる
この詩は日本で最高級の詩である。
多喜二の死後,三 吾 と母セキが,し ば らくの問,大 崎の田ロの家に仮偶 して
いた時期に,一 度セキが,「タキさんが多喜二の嫁になっていて くれたら,こ
んなことにならなかったのにね え」 と言った29)。
姉チマは文学好 きであった。有島武郎の文学などを論争 した。だが弟の作品
を一度 も読んだことがなかった。佐多稲子の 「歯車」は,多 喜二のことを書い
ているが,姉 はそのハイライ トか ら先が読めないのであった。
チマは母に小説を読んであげた。『
母[多 喜二の小説を]「読んで くれ……」
姉 「せつなくて読めない」
母 「はんか くさくないか」30)
母は,朝 里の後,新 光町へゆ く(琴坂)。戦争中,小 林一家は,村 入分にさ
れた。 きまって警官がきた。息をひそめるように生 きていた。
島田氏は,小 林多喜二か ら 「搾取」 という正 しい思想を教わって良かった,
多喜二はその点で恩人である,と 述懐する31)。
戦後の昭和33(1958)年6月9日,N且Kで,小林多喜二 を偲ぶ放送があっ
29)宮野駿 「田ロ タキ」(『北方文芸』171号)。
30)小笠原克 『小林多喜二 とその周圏』翰林書房1998年初版。
31)インタビュー。
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た。渡辺順三はそのとき歌 を作 った。
39
ラジオにて小林多喜二の 「三 ・一五」の一節が朗読 されぬ。一瞬にて消えぬ
拷問にて殺されし多喜二の死にざまを語る江口さんは涙声なりき
おいはは
とぎれ とぎれにその老母の語 る声,や さしか りし息子 とくりかえすのみ
「蟹工船」の朗読のなかに北海の波音あらく耳にひびき來
たくましく生きし多喜二の面影をまざまざと伝えて佐多稲子さん
伏字なしの 「党生活者」をゲラ刷 りにてわが読みしは多喜二の逮捕される前
死を堵してたたかい生きし多喜二なり。わが胸に生きてわれをはげます
映画 について。 『蟹工船』が1953(昭和28)年に,山 村聡監督 ・脚本で独立
プロ作品として映画化された。制作 山田典吾,撮影 宮島義勇,キ ャス トは,
山村聡(のんだ くれ),森雅之(船医),日高澄子(娼婦),中原早苗(夏ちゃん),
若原春江(踊 子),河原崎 しず江(母親A),その他,花 沢徳衛,小笠原章二郎,
浜村純が出ている。
多喜ニ プロダクションが作 られた。勝山(脚 本)の シナリオで,今 井正監督
「早春の譜」が撮 られた。山本学が主演 した。作家の生活を映画にしたのは例
がない。多喜二を劇化 した 「早春の賦」は,1972年5月,新人会が演 じた。
映画 『小林多喜二』 も作 られた。
小樽で展望台の裏に多喜二文学碑が作 られた。本郷新作である,漁 夫の頭の
像があり,蟹工船にちなんだものである。上部に北斗七星が刻 まれたが,逆 さ
になっている。村山簿子宛手紙の一部がほられ,正 面に書かれた。裏側に多喜
二の簡潔な年譜がある。
セキさんは教会で葬式が簡単で安 くやって もらえると聞いて,葬 式をキリス
ト教の教会で行なう・ことにした。だが彼女は,受洗 しなかった。シオン教会の
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近藤牧師がセキとかかわった。セキさんは,賛 美歌を1つ もらって壁 にかけて
いた(三 浦光世)。母セキは,1961年5月10日に亡 くなった。
多喜二の同時代人 ・中原中也(ち ゅうや,1907-1937)は,その世間的活動
では,そ の人生では,小 林多喜二 とは全 く反対であり,その対極 をなす人であ
る。共通 しているのは,ほ とんど同 じ年齢で死んだことである。中原中也は,
山口市で,1907年に生 まれた。中原家の長男 として,期待 された。小学校の初
期 には,神童であった。家の しつけはきびしかった。彼には弟がいた。だが,
弟は死んだ。そのショックは大 きかった。中原は山口中学に入った。そ して文
学に向かった。その山口中学で落第した。大正12年に,京都の立命館中学へ入
った。だが学校へ行かず,放蕩 した。酒,た ばこにおぼれ,大正13年に,女優 ・
やすご,と 同棲 した。その頃か ら詩を作ったのだった。そして社会や世間を拒
絶 した。大正14年,女性 ・やすご,と上京 した。そ して詩に専心 した。東京で,
小林秀雄 と会い,親 しく交友した。だが,や す ごが小林のもとへ走った。こう
して三角関係が生 まれたが,と うとう彼女を失った。彼は 「うまれながらの人
問」 として生 きようとした。なお家をつ ぐはずの三男の弟が死んだ。中原は昭
和8年 に結婚 し,昭和9年 に,息子 ・文也が誕生 した。それで も中也は就職 し
なかった。その間,生 前ただ1つ の詩集 『山羊の歌』を出した。昭和11年に,
息子 ・文也が死去 した。彼は精神を病むのだ。入院 し,療養 し,昭和12年,30
歳で死んだ。彼は母の仕送 りだけで暮 らし,一生働かなかった。
多喜二の死の年,9月 に,宮 沢賢治が亡 くなった。
多喜二は,北 海道のイメージを大事に した。アイヌを書かなかった。例外 と
して1ケ 所 しかない32)。
1936年,今村恒夫は,す っか り体を害 して豊多摩刑務所を保釈になった。
反戦川柳作家,川 柳の小林多喜二といわれた鶴あきら33)が,1938(昭和13)
年9月14日,警察 に痛めつけられて絶命 した。
32)松木新 「朔北の作家 ・多喜二」1999年2月20日、小樽講演。
33)本名,喜 多一二(か つ じ)。
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三浦綾子 『母』(角川書店1990年初版)が 出版 された。
作者の三浦(堀田)綾子は,大正11年生まれ,10人きょうだいの中に育った。
17才で小学校の先生になった。敗戦で人生観が変わった。そして小学校の先生
をやめ多喜二。その後,肺 結核になる。1952年に洗礼を受けた。光世 と結婚 し
た。1958年5月24日が結婚式だった。綾子は,雑貨屋をやった。朝日新聞の1000
万円懸賞小説で,「氷点」で当選した。『母』についてはこうである。小樽の近
藤牧師が,セ キ,チ マさんのことなどを手紙で書いて きた。三浦は多喜二を書
くようにすすめた。だが綾子はしぶった。共産主義を知 らないか らであ り,共
産主義は暴力ではないか,と?夫 ・三浦は否定した。そして綾子に,多 喜二
の母の,そ の苦衷 をかいてもらいたかった。綾子は角川書店から頼まれて,書
く気になった。 しか しなかなか書かないのだった。光世は,多 喜二写真集を机
の上にわざと置いておいた。彼女は,多喜二の家が明るいことに感心 した。「母」
を書かせたことは,私 の生涯にとって正解だった,と 三浦光世氏は語る34)。
『母』 は,と にか く大変よい ものである。標題か ら明 きらかのように,多 喜
二の母が多喜二について物語るという形式をとっている。三浦さんのご主人 ・
光世さんは,こ れはほとんどノン ・フィクションである,と いう。この小説で
は2つ を除いて,事 実である,と(小 生あての手紙)。母 ・セキが夢 を見る場
面のその内容が一つ目,タクシーにのった時の運転手の話が二つ目である,と。
そういうわけで,こ の小説は小林多喜二伝の材料 として使ってもよいことにな
る。『母』は,三 浦綾子の才能が十分発揮 されたものであ り,や は り彼女はた
だものではない,大 変な文学者なのだと,実感させ られる。読んでいても,涙
がこぼれそうである。名作である。
この小説は,前 進座で劇化 された。その企画会議では全員が賛成 した。めっ
たにないことであった。脚色 ・田島栄,演出 ・十島英明,主演 ・今村いずみで,
二度にわたって全国公演をした。1994年と2001年に全国公演がされた。
34)三浦光世講演 「三浦綾子 と小林多喜二の 『母』」小樽,2002年2月20日。
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多喜二について,記 念切手に多喜二と 「蟹工船」が出た。1999年の大学入試
センター試験に多喜二が出た。
多喜二の水彩画3点 が,2001年に,小 林栄三 さんか ら小樽文学館に寄贈され
た。 これまでほとんど存在が知 られていなかった。いずれも画用紙(縦 約34セ
ンチ,横 約50センチ)2枚,い ずれも1枚 は石狩川とみ られる河口付近の風景
画,も う1枚 にはリンゴと布,そ の裏には小樽市内の忍路湾 とみ られる海岸の
風景が画かれている。
高商在学中,自 宅隣の運送店経営者宅に勉強部屋 を借 りたお礼 として画いた
ものらしい。作品は数人の所有者を経てお り,作品1枚 の裏 には代々の所有者
らが入手経緯を記述 している。この運送店経営者の長女で,多 喜二に家庭教師
として勉強を教えてもらい,当時これ らの絵 を実際に見ている上山初子さん(九
一)が ,多喜二本人の作品と確認 した。上山さんは,「多喜二 さんが特高の手
で拷問死 させ られた後,父 が絵 を保存 しようと額縁屋 に出したら特高が調べに
来たため手放 したようです」 と。絵は,小樽毎 日新聞の社長の手にわた り,そ
の後,全 学連初代書記長が所蔵,小 林栄三さんは1997年に知人か ら譲 り受け
た。知人 というのは,高橋英典だった,と 安 田昭三氏はい う。
現在公表 されている多喜二の絵 は,小樽文学館に1点,多 喜二の弟が1点,
日本近代文学館が1点 の計3点 だけである35)。
多喜二の死顔を描いた油絵が2001年6月に小樽文学館に寄贈 された。小林
三吾 さんが所有 していた。「警察による追及の危険にさらされ,緊 迫 した雰囲
気の中で描かれた絵。時代 を証言する貴重な作品」(同館)同 志の共産党関係
者 らはその死 を後世に伝 えようと,遺体を運び込んだ東京 ・杉並の多喜二の自
宅で,石膏のデスマスクを作 り,プロレタリア美術 の画家岡本唐貴(1903-86)
が死顔の油絵 を作製。 さらに凄惨な拷問による傷あとの写真 も撮影 した。警察
35)『北海道新聞』2001年5月24日,朝日新聞2001年5月25日の合成。
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に隠れての弔いだったため,デ スマスクを生乾きの状態ではず し,次の油絵の
作業に移るなど緊迫 した状況での弔問だった。集まった人たちは後に警察の調
べ を受けた。油絵には,岡 本のサインとともに,多喜二が死亡 した日に描かれ
たことを示す 「1933年2月20日」の日付,「同志小林多喜二の死面」の文字 も
書かれている。「顔は描 き込まれているが,背 景はあまり手をつけていない。
岡本の切迫感が画面を通して伝わって くる」(玉川)36)。
5小 林多喜二の死の政治的意味
小林多喜二は,1933年2月20日に,東 京で,天 皇制警察,つ まり特別高等警
察(以 下,特 高と略す)に よって,虐 殺された。
小林多喜二の死が,あ るいは一人の人間の死が,近 代の日本史でこれほどシ
ョッキングな深い衝撃を与 えたという事件は,他 に類例がない。これはおそ ら
く,当人が有名な作家だったということも作用 している。作家というのは,日
本ではかなり大切 に思われる存在なのである。 またその後,戦 後になって見る
ことができた写真 によって,そ の悲劇的な凄惨 な姿を知 り,深い悲 しみと憤 り
を,多 くの人が感 じたのだった。
小林多喜二の死は,二つの意味を持っている。
一つは,当時,小林が虐殺されたことで,当時の社会運動 ・共産党運動では,
警察は恐 ろしいという観念 を生み,そ して,か な りの人が運動でひるんだ。こ
の運動をしては殺 されるかもしれないとい う恐れからである。小林のす ぐ前に,
岩田義道 も警察に虐殺されている。彼は京都大学出身で,河上肇の弟子であ り,
戦前の共産党の一時期の指導者だった。この事件 も,警察は恐ろしいという考
えに影響 を与えたが,小 林ほどではなかった。
小林の虐殺の二つ 目の意味は,警 察にとってマイナスのイメージである。何
も罪のない若い男性 を,それも有能な人物 を虐殺 して しまった。それによって,
36)『北海道新 聞』2001年6月20日朝刊。
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警察とい うのは理不尽な組織なのだという観念を,ほ とんど全ての日本人に植
え付けたのである。これは,戦 前のあるいは戦前だけに限 られる特高警察の所
業であると,普通は考えることができる。 しか しその観念は,日本では普遍的
になって しまった。その特定の時代だけでもない と考えるようになった。そう
いう意味で,警 察は,こ の事件を起 こしたために,政治的に,長期的には大失
敗をしたのであった。
多喜二の闘いは何か。天皇大権は困る,国 の形 も修正 したい37),というも
のであった。多喜二と伊藤整との対比 をすると,整 は新 しい,多 喜二は古い,
小説の方法であった。小林多喜二は,「人生の天才」であった。高崎は,多 喜
二が大 きな仕事をした,と した。
小林多喜二の存在 と死は,小 樽高商の宣伝になった(大 友)。
伊藤整は論ずる。
小林多喜二が理想 を追って自らの死 をも甘受するところまで戦ったのは,こ
うい うような{つ まりソ連が社会主義政策の前進のため として利潤を考慮に入
れて生産や分配の形態を変更しつつある,と いうニュース;社 会主義 という名
の共産主義その ものが,人 間の我執や競争意識に頼 ることなしに成立 し得ない
という認識が公式化 されたこと;言 い直せば,人 問は永遠に変らないというこ
とを是認 した,こ と},エゴの許容を前提 として共産主義のためだったのだろ
うか?私 が小林多喜二の碑の前で抱いた感慨のうちの中心課題はこのことで
あった38)。
強制 と懲罰という恐怖で後方か ら追い立てるか,我 欲の満足 と競争 という餌
で前方から釣 り出すかしなければ,人 間というものは,大 部分の平凡な人間は
動かないのである。……これが人間の現実である。
37)井上ひさし講演,1997年2月14日小樽商大お よび市民大学。
38)『伊藤整全集2第24巻 昭和51年,335ペー ジ。
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だが我々の内部には,そ のような惨めな人間の本質に抵抗 したい気持が強 く
存在 している。人間がそんなものであってはたまらない。そ ういうものでない
存在 に人間を作 り変えねばならぬとい う衝動は私のようなものの内部にも強 く
生きている。その理想追求の強い衝動こそ,小 林多喜二を自明の死に追いやっ
たものであった と思 う。彼の抱いた理想の名称や形式でなく,その理想追求の
衝動に身を捧げたことをもって,私 はやっぱ り,小樽 という田舎の商業学校の
上級生で もあった彼の霊に頭を下げる気持ちになるのである。結果的には,す
べての人間が少 しずつ心に持っているその衝動に,彼 は自分の肉体 を犠牲 とし
て捧 げたのである39)。
平野謙は,多 喜二は政治の犠牲 だった,と 批評 した。これは,普 通の意味で
は,ま ちがいない。だが多喜二としては,そ れ どころではなく,死 を覚悟で,
命がけで活動したのであった。平野説はだか ら,学者や評論家の発言である。
葉山嘉樹は,多 喜二が虐殺された翌日の日記に,「合法性の極点 にいて,自
覚を労働者 に促すべ きではなかったか」 と書いた。それ もその通 りである。た
だ し,多喜二はそういう道を選ばなかった。
39)『伊藤整全集s第24巻 昭和51年,336ペー ジ。
